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Ⅰ 事業者の理念・方針、期待する職員像

1 理念・方針  （関連 カテゴリー１ リーダーシップと意思決定）

 

事業者が大切にしている考え（事業者の理念・ビジョン・使命など）

・家庭的な雰囲気の中で、心も身体も健康な子供を育てよう ・優しい心を持ち、友達と力を合わせることができる子ども
を育てよう ・良いこと悪いことを判断し、物事をしっかりと考えられる子どもを育てよう ・子どもを親とともに受容する ・
児童の幸福は家庭を中心に行わなければならない

 
2 期待する職員像  （関連 カテゴリー５ 職員と組織の能力向上）

 

（１）職員に求めている人材像や役割

・社会人としての自覚を持ち、主体的に仕事に取り組む ・子どもの人格を尊重し教育、保育をする ・福祉の観点を忘れず
子どもや保護者に奉仕、助言をする ・職場の人と良好な人間関係を作る

 
（２）職員に期待すること（職員に持って欲しい使命感）

・子どもの気持ちを汲み取り子どもに寄り添う保育をす ・丁寧な保育をするために研修に参加、実際の保育に活かす ・子
どもの発達を見極め、遊びを展開していく環境作り

 



Ⅱ 全体の評価講評

全体の評価講評

 特に良いと思う点

1

わらべうた・毎日体操・文学・環境認識・描画を取り入れた「課業」を通じて、子どもたちの興味・関心を広げ、学びを充実
させています

教育的活動として、わらべうた・毎日体操・文学・環境認識・描画の要素を取り入れた「課業」を行っています。毎日体操で
は豆袋やボールなどを用い、身体を動かすだけでなく、バランスをとることや静かに待つことにも働きかけています。また、
環境認識では、植物をテーマに、野菜と果物の違いについて学んだり、職業をテーマにした際には、お花屋さんの仕事を知る
ために、花の買い出しに出かけたりしています。このようにさまざまな経験を通して、子どもたちの興味・関心を広げ、学び
を充実させています。

2

天然芝の園庭やテラス、室内環境を生かし、活動と休息を切り替え、子どもが安心して過ごせる空間を整えています

園内には園庭や屋上園庭、テラスなどがあり、体を動かす活動と落ち着いて過ごす場の両方が整っています。天然芝の坂道の
ある園庭では草花や生き物にふれながら遊べ、屋上やテラスには鉄棒やコンビカー、三輪車、平均台などを設置し、日常的に
体を動かす機会を確保しています。室内には絵本やソファを備えた休息コーナーや、一人ひとりがじっくり遊べるスペースも
あり、子どもが気持ちに応じて過ごし方を選べる環境です。活動場所を切り替えながら、子どもが無理なく安心して過ごせる
空間が整えられています。

3

福利厚生や休暇が取りやすい環境を整えるとともに、親睦や意見交換の機会を通して、職員が安心して働ける体制を築いてい
ます

職員が安心して働き続けられるよう、福利厚生の充実に取り組み、完全週休二日制、リフレッシュ休暇、宿舎借り上げ支援制
度などを整備しています。職員体制を厚くすることで休暇を取得しやすくし、ICT化の推進により業務負担の軽減にもつなげ
ています。また、年1回の職員満足度調査で意識や職員間の関係を把握し、懇親会の実施などで良好な人間関係づくりにも努
めています。加えて、会議や研修の中で意見交換を行い、職員の要望を取り入れています。職員自己評価の結果からも、「人
間関係が良い」「風通しが良い」といった声が多数確認されました。

 さらなる改善が望まれる点

1

SNSとブログの役割や目的を改めて見直し、内容・頻度を工夫しながら、園の取り組みや特徴をより詳しく伝えていきたいと
考えています

日々の活動はSNSやブログで発信しており、特にSNSでは各クラスが毎月1回投稿し、課業・担当制保育・環境設定などの取り
組みを写真とともに紹介しています。ただし、その内容は子どもの姿や活動を中心としたものが多く、課業のねらいや保育の
意図、子どもの気づきや学びのつながりまで十分に伝えきれていないことを園は課題として捉えています。これからは、SNS
とブログの役割や目的を改めて見直し、子育て支援に関するお知らせなども含めて、内容や発信頻度を工夫しながら、園の取
り組みや特徴をより詳しく伝えていきたいと考えています。

2

事業計画の共有方法を見直し、職員の理解を深めることで、計画に沿った取り組みを安定して進めることが望まれます

中期の取り組みについては、3年を単位とした計画を立てています。また、それに基づき単年度の計画は前年度末に園長を中
心に作成し、職員会議で職員に共有しています。一方、職員自己評価の設問「取り組み期間に応じた計画の策定」では、一般
職員の「そう思う」が約50％にとどまり、計画の内容や意図が十分に浸透していないことがうかがえます。今後の取り組みと
して、事業計画の共有方法を見直し、職員の理解を深めることで、計画に沿った取り組みを安定して進めることが望まれま
す。

3

課業のねらい・子どもの姿・気づきを園全体で共有し、計画と実践のつながりをさらに着実かつ継続的に高めていくことが期
待されます

日常保育の中に課業を取り入れ、子どもの多面的な発達を促す活動を行っています。課業は指導計画に位置づけ、ねらいを設
定して実施しています。主任が加わり、ねらいの捉え方や記録の取り方を個別に伝えるなど指導支援を行っていますが、現状
では実践後の振り返りが十分に行われていない状況です。今後は、課業のねらい・子どもの姿・気づきを会議で報告し、振り
返りの視点をそろえるとともに、主任の助言内容も共有することで、計画と実践のつながりをより高めていくことが期待され
ます。



Ⅲ 事業者が特に力を入れている取り組み

1

★ 担当制保育を取り入れるとともに、配慮児への支援体制の充実に取り組んでいます

乳児期から担当制保育を取り入れ、一人ひとりの生活や発達のリズムに応じて、安心して過ごせる環境を整えています。排泄
・食事・睡眠などの日常生活の場面を通して継続的に関わることで、子どもの体調や気分、発達の変化をていねいに把握し、
それぞれに応じた見守りや援助を行っています。また、配慮を要する子どもを受け入れる際には、発達障害相談・療育セン
ターや療育施設との連携を取りながら適切な支援に努めています。今年度は外部講師を招き、全職員を対象とした専門研修を
実施するとともに、法人としても今後支援体制の充実を図る予定です。

関連評価項目(子ども一人ひとりの発達の状態に応じた保育を行っている)

2

★ 子ども自身が不思議に気づき、考えながら確かめ、探究心を深めています

「すくわくプログラム」に取り組み、子どもの好奇心や探究心を深める活動を行っています。星や宇宙をテーマにした活動で
は、「なぜ浮くのか」「海はなぜ青いのか」といった問いが生まれ、子ども自身が考え、発見や調べる経験を重ねています。
制作活動では紙の手触りや厚みの違いに気づき、食に関する活動では味噌づくりや加工食品を通して、色・におい・味の変化
や食べ物の成り立ちを学んでいます。今年度は落語にも挑戦し、扇子を持ったり、麺をすするまねや太鼓を叩いたりすること
で、模倣や気づきを積み重ね、興味を育んでいます。

関連評価項目(日常の保育を通して、子どもの生活や遊びが豊かに展開されるよう工夫している)

3

★ 栽培・収穫・調理・遊びをつなげた食育活動を通じて、食への興味・関心を育んでいます

食材そのものや旬を知ることを大切にし、栽培・収穫・調理・遊びをつなげた食育に取り組んでいます。地域での大根の収穫
体験や、園内ではナス・ピーマン・オクラ・キュウリなどの成長を観察し、収穫しています。また、果物を材料にしたシロッ
プでのかき氷づくりや、サツマイモを使ったスイートポテト作りなど、季節にあわせた調理体験も行っています。そのほか、
近所の魚屋さんによる魚の解体ショーを見学した際には、体験後に図鑑で調べ、ままごとの魚を使って再現するなど、体験を
通して理解を深めています。

関連評価項目(子どもが楽しく安心して食べることができる食事を提供している)



Ⅳ 利用者調査結果

 調査概要
調査対象：調査対象は、在園児の保護者全員を対象とし、複数のお子さんが通っている場合は最年少児について、１世帯１回答の
ご回答をいただきました。
[調査対象世帯数：68世帯(在園児77名)] 

アンケート方式  調査方法：
園より保護者全員に調査票を配布して頂きました。回収については、評価機関への郵送、または園内に設置した回収箱への投函に
より提出して頂くようにしました。

利用者総数 77人
利用者家族総数（世帯） 72世帯
アンケートや聞き取りを行った人数 72人
有効回答者数 47人
回答者割合（％） 65.3％

 総括
「現在利用している保育園を総合的にみて、どのように感じていらっしゃいますか」との質問に対して、「大変満足」66％、「満
足」29.8％、「大変満足」と「満足」を合わせて95.7％の回答率となっています。「どちらともいえない」4.3％、「不満」0％、
「大変不満」0％、無回答が0％でした。個別設問では、問1「活動や教育等のプログラムは心身の発達に役立っているか」につい
て「はい」の回答率が97.9％で最も高く、問17「外部の苦情窓口にも相談できることを伝えられているか」では「はい」の回答率
が61.7％と最も低くなっています。

 利用者調査結果

1．保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか
はい 46人  どちらともいえない 1人  いいえ 0人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の97.9％を占め、「どちらともいえない」が2.1％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該
当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
2．保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか
はい 46人  どちらともいえない 1人  いいえ 0人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の97.9％を占め、「どちらともいえない」が2.1％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該
当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
3．提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか
はい 44人  どちらともいえない 3人  いいえ 0人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の93.6％を占め、「どちらともいえない」が6.4％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該
当」は0％という結果でした。自由記述では、満足を示す声が複数寄せられました。
4．保育所の生活で身近な自然や社会と十分関わっているか
はい 39人  どちらともいえない 6人  いいえ 2人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の83％を占め、「どちらともいえない」が12.8％、「いいえ」が4.3％、「無回答＋非該
当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
5．保育時間の変更は、保護者の状況に柔軟に対応されているか
はい 32人  どちらともいえない 4人  いいえ 2人  無回答・非該当 9人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の68.1％を占め、「どちらともいえない」が8.5％、「いいえ」が4.3％、「無回答＋非
該当」は19.1％という結果でした。自由記述では、満足を示す声が複数寄せられました。
6．安全対策が十分取られていると思うか
はい 38人  どちらともいえない 6人  いいえ 3人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の80.9％を占め、「どちらともいえない」が12.8％、「いいえ」が6.4％、「無回答＋非
該当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
7．行事日程の設定は、保護者の状況に対する配慮は十分か
はい 43人  どちらともいえない 3人  いいえ 1人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の91.5％を占め、「どちらともいえない」が6.4％、「いいえ」が2.1％、「無回答＋非
該当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
8．子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか
はい 41人  どちらともいえない 3人  いいえ 3人  無回答・非該当 0人 



この項目では、「はい」と答えた方が全体の87.2％を占め、「どちらともいえない」が6.4％、「いいえ」が6.4％、「無回答＋非
該当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
9．施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか
はい 45人  どちらともいえない 2人  いいえ 0人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の95.7％を占め、「どちらともいえない」が4.3％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該
当」は0％という結果でした。自由記述では、満足を示す声が複数寄せられました。
10．職員の接遇・態度は適切か
はい 42人  どちらともいえない 2人  いいえ 3人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の89.4％を占め、「どちらともいえない」が4.3％、「いいえ」が6.4％、「無回答＋非
該当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
11．病気やけがをした際の職員の対応は信頼できるか
はい 45人  どちらともいえない 1人  いいえ 0人  無回答・非該当 1人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の95.7％を占め、「どちらともいえない」が2.1％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該
当」は2.1％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
12．子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか
はい 34人  どちらともいえない 5人  いいえ 1人  無回答・非該当 7人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の72.3％を占め、「どちらともいえない」が10.6％、「いいえ」が2.1％、「無回答＋非
該当」は14.9％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
13．子どもの気持ちを尊重した対応がされているか
はい 43人  どちらともいえない 3人  いいえ 1人  無回答・非該当 0人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の91.5％を占め、「どちらともいえない」が6.4％、「いいえ」が2.1％、「無回答＋非
該当」は0％という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。
14．子どもと保護者のプライバシーは守られているか
はい 42人  どちらともいえない 3人  いいえ 0人  無回答・非該当 2人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の89.4％を占め、「どちらともいえない」が6.4％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該
当」は4.3％という結果でした。自由記述では、特筆すべき意見はありませんでした。
15．保育内容に関する職員の説明はわかりやすいか
はい 38人  どちらともいえない 6人  いいえ 2人  無回答・非該当 1人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の80.9％を占め、「どちらともいえない」が12.8％、「いいえ」が4.3％、「無回答＋非
該当」は2.1％という結果でした。自由記述では、特筆すべき意見はありませんでした。
16．利用者の不満や要望は対応されているか
はい 41人  どちらともいえない 3人  いいえ 0人  無回答・非該当 3人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の87.2％を占め、「どちらともいえない」が6.4％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該
当」は6.4％という結果でした。自由記述では、特筆すべき意見はありませんでした。
17．外部の苦情窓口（行政や第三者委員等）にも相談できることを伝えられているか
はい 29人  どちらともいえない 5人  いいえ 11人  無回答・非該当 2人 
この項目では、「はい」と答えた方が全体の61.7％を占め、「どちらともいえない」が10.6％、「いいえ」が23.4％、「無回答＋
非該当」は4.3％という結果でした。自由記述では、特筆すべき意見はありませんでした。



※実施あり： 、実施なし： 、非該当：○ × ‑
  

Ⅴ 組織マネジメント項目（カテゴリー１～５、７、８）

カテゴリー1  リーダーシップと意思決定
  サブカテゴリー1  事業所が目指していることの実現に向けて一丸となっている
  評価項目1 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）を周知している 実施状況

  標準項目1 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、職員の理解が深まる
ような取り組みを行っている ○

  標準項目2 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、利用者本人や家族等
の理解が深まるような取り組みを行っている ○

  評価項目2 経営層（運営管理者含む）は自らの役割と責任を職員に対して表明し、事業所をリードしてい
る 実施状況

  標準項目1 経営層は、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けて、自
らの役割と責任を職員に伝えている ○

  標準項目2
経営層は、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けて、自
らの役割と責任に基づいて職員が取り組むべき方向性を提示し、リーダーシップを発揮してい
る

○

  評価項目3 重要な案件について、経営層（運営管理者含む）は実情を踏まえて意思決定し、その内容を関
係者に周知している 実施状況

  標準項目1 重要な案件の検討や決定の手順があらかじめ決まっている ○
  標準項目2 重要な意思決定に関し、その内容と決定経緯について職員に周知している ○

  標準項目3 利用者等に対し、重要な案件に関する決定事項について、必要に応じてその内容と決定経緯を
伝えている ○

講評
保育理念・目標については、職員会議や入園の際に職員・利用者に伝えています

園の保育理念を「家庭を忘れ、親を除外して児童の問題は解決できない。児童は1個の人格として厳然たる姿をもつものである。児
童を健全に保育することは社会の義務である。児童の幸福は家庭を中心に行わなければならない」、保育目標を「からだをそだて
よう・社会性をそだてよう・知覚をそだてよう」と定めています。これらの理念や目標は、職員には職員会議で伝え、保護者には
入園時にパンフレットなどを用いて説明しています。

経営層は、意見交換の場を多く設けるなど、風通しの良い職場づくりを推進しています

園長の主な業務は、施設運営の責任者として行政対応や職員採用、施設管理など多岐にわたります。その役割や責任は「園長職
務」に明記し、職員会議などを通じて職員に周知しています。経営層は特に職員同士の風通しを良くすることに注力しており、そ
の実現に向けて日々のコミュニケーションを大切にしています。また、意見交換の場を多く設けるとともに、必要に応じて個別面
談で意見や要望に耳を傾けるなど、職員の声を反映する取り組みを行っています。

園の重要な案件は職員会議で検討し、保護者にはICTアプリなどで周知しています

法人の重要な案件は主に理事会で検討し、園内の重要な案件は職員会議で検討しています。最近では、法人で検討した重要案件と
して「給与規程の変更」があり、こうした案件については職員会議で周知しています。また、保護者に周知したサービス変更の事
例としては、「第一子からの保育料無料化」があります。うした情報はICTアプリを通じて保護者に周知しています。



※実施あり： 、実施なし： 、非該当：○ × ‑
  

カテゴリー2  事業所を取り巻く環境の把握・活用及び計画の策定と実行
  サブカテゴリー1  事業所を取り巻く環境について情報を把握・検討し、課題を抽出している
  評価項目1 事業所を取り巻く環境について情報を把握・検討し、課題を抽出している 実施状況

  標準項目1 利用者アンケートなど、事業所側からの働きかけにより利用者の意向について情報を収集し、
ニーズを把握している ○

  標準項目2 事業所運営に対する職員の意向を把握・検討している ○
  標準項目3 地域の福祉の現状について情報を収集し、ニーズを把握している ○

  標準項目4 福祉事業全体の動向（行政や業界などの動き）について情報を収集し、課題やニーズを把握し
ている ○

  標準項目5 事業所の経営状況を把握・検討している ○
  標準項目6 把握したニーズ等や検討内容を踏まえ、事業所として対応すべき課題を抽出している ○
  サブカテゴリー2  実践的な計画策定に取り組んでいる

  評価項目1 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けた中・長期計画及
び単年度計画を策定している 実施状況

  標準項目1 課題をふまえ、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けた
中・長期計画を策定している ○

  標準項目2 中・長期計画をふまえた単年度計画を策定している ○
  標準項目3 策定している計画に合わせた予算編成を行っている ○
  評価項目2 着実な計画の実行に取り組んでいる 実施状況

  標準項目1 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けた、計画の推進方
法（体制、職員の役割や活動内容など）、目指す目標、達成度合いを測る指標を明示している ○

  標準項目2 計画推進にあたり、進捗状況を確認し（半期・月単位など）、必要に応じて見直しをしながら
取り組んでいる ○

講評
保護者向けアンケートや職員満足度調査を通じて職員や利用者のニーズを把握しています

利用者のニーズは、年度末や行事終了後に実施する保護者アンケートにより把握しています。年度末に実施しているアンケートに
ついては、結果をホームページでも公表しています。そうした中で、給食の試食をしたいといった要望があり、懇談会に合わせて
給食の試食会を実施しました。職員のニーズは、職員満足度調査や個別面談により把握しています。

「職員の定着」や「配慮を要する子どもの支援」を優先度が高い課題として捉えています

地域の福祉ニーズは、私立園長会への参加などを通じて把握しています。その一環として、園見学の申込みをホームページから受
け付けるなど、利便性の向上にも取り組んでいます。また、福祉事業全体の動向を把握するため、区の私立保育園連盟・日保協・
全私保連・経営協などの保育ネットワークに参加するとともに、業界誌も購読しています。以上のように事業環境を分析した結
果、「職員の定着」や「配慮を要する子どもの支援」を優先順位の高い課題として位置付けています。

事業計画は、前年度の進捗状況や保護者アンケートの結果を踏まえて作成しています

中期の取り組みについては、3年を単位とした計画を立てています。中期計画は園長が中心となって作成しています。単年度の計画
は、前年度末に園長を中心に作成し、職員会議で職員に共有しています。計画の作成には職員も関わり、前年度の計画の進捗状況
や保護者アンケートの結果を反映した内容としています。計画を見直す場合には、リーダー会議などで検討し、最終的な判断は園
長・理事長が中心となって行っています。



※実施あり： 、実施なし： 、非該当：○ × ‑
  

カテゴリー3  経営における社会的責任
  サブカテゴリー1  社会人・福祉サービス事業者として守るべきことを明確にし、その達成に取り組んでいる

  評価項目1 社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理などを周知し、遵守される
よう取り組んでいる 実施状況

  標準項目1 全職員に対して、社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理（個人の
尊厳を含む）などを周知し、理解が深まるように取り組んでいる ○

  標準項目2 全職員に対して、守るべき法・規範・倫理（個人の尊厳を含む）などが遵守されるように取り
組み、定期的に確認している。 ○

  サブカテゴリー2  利用者の権利擁護のために、組織的な取り組みを行っている
  評価項目1 利用者の意向（意見・要望・苦情）を多様な方法で把握し、迅速に対応する体制を整えている 実施状況

  標準項目1 苦情解決制度を利用できることや事業者以外の相談先を遠慮なく利用できることを、利用者に
伝えている ○

  標準項目2 利用者の意向（意見・要望・苦情）に対し、組織的に速やかに対応する仕組みがある ○
  評価項目2 虐待に対し組織的な防止対策と対応をしている 実施状況

  標準項目1 利用者の気持ちを傷つけるような職員の言動、虐待が行われることのないよう、職員が相互に
日常の言動を振り返り、組織的に防止対策を徹底している ○

  標準項目2 虐待を受けている疑いのある利用者の情報を得たときや、虐待の事実を把握した際には、組織
として関係機関と連携しながら対応する体制を整えている ○

  サブカテゴリー3  地域の福祉に役立つ取り組みを行っている
  評価項目1 透明性を高め、地域との関係づくりに向けて取り組んでいる 実施状況

  標準項目1 透明性を高めるために、事業所の活動内容を開示するなど開かれた組織となるよう取り組んで
いる ○

  標準項目2 ボランティア、実習生及び見学・体験する小・中学生などの受け入れ体制を整備している ○
  評価項目2 地域の福祉ニーズにもとづき、地域貢献の取り組みをしている 実施状況

  標準項目1 地域の福祉ニーズにもとづき、事業所の機能や専門性をいかした地域貢献の取り組みをしてい
る ○

  標準項目2 事業所が地域の一員としての役割を果たすため、地域関係機関のネットワーク（事業者連絡
会、施設長会など）に参画している ○

  標準項目3 地域ネットワーク内での共通課題について、協働できる体制を整えて、取り組んでいる ○
講評
研修や会議を通して、職員がコンプライアンスを正しく理解できるようにしています

法人職員および保育職員が守るべき法や規則については、就業規則（服務規律）を整備しています。関係書類は事務室内に保管す
るとともに、入職時研修や職員会議で説明し、職員の理解を深めています。服務規律には、出勤管理や個人情報の取り扱い、ハラ
スメントの禁止などが明記されています。必要に応じて、個別面談などを通じて職員への支援も行っています。

虐待防止のため、研修や人権擁護チェックリストを活用して職員の理解を深めています

苦情があった際は、主任が受け付け、園長が解決にあたっています。この体制や役割については、重要事項説明書や「苦情解決取
り組みのお知らせ」を通じて保護者に伝えています。保護者の意見や要望については、苦情対応規定に沿って対応し、玄関掲示板
や口頭で回答しています。職員の子どもへの適切な関わり方については、区の「人権擁護チェックリスト」を活用するとともに、
子どもの人権をテーマとした職員研修を実施し理解を深めています。虐待が疑われる事例が生じた場合には、区の児童虐待早期発
見・予防マニュアルに沿って対応しています。

ボランティアの受け入れや、未就園児家庭を対象とした子育て支援事業を実施しています

ボランティアを受け入れる際は、「実習生等受け入れマニュアル」に沿って主任が対応しています。ボランティアには、散歩の同
伴や室内遊びの見守りなどの活動機会を提供しています。前年度は、中高生ボランティア16名、実習生2名、職場体験として中学
生9名を受け入れました。また、未就園児家庭を対象とした子育て支援を年4回実施しています。具体的には、保育体験のほか、離
乳食講座や音楽鑑賞を企画し、夏祭りにも参加してもらっています。実施にあたっては、ホームページやポスターで周知を行って
います。



※実施あり： 、実施なし： 、非該当：○ × ‑
  

カテゴリー4  リスクマネジメント
  サブカテゴリー1  リスクマネジメントに計画的に取り組んでいる
  評価項目1 事業所としてリスクマネジメントに取り組んでいる 実施状況

  標準項目1
事業所が目指していることの実現を阻害する恐れのあるリスク（事故、感染症、侵入、災害、
経営環境の変化など）を洗い出し、どのリスクに対策を講じるかについて優先順位をつけてい
る

○

  標準項目2 優先順位の高さに応じて、リスクに対し必要な対策をとっている ○
  標準項目3 災害や深刻な事故等に遭遇した場合に備え、事業継続計画（ＢＣＰ）を策定している ○

  標準項目4 リスクに対する必要な対策や事業継続計画について、職員、利用者、関係機関などに周知し、
理解して対応できるように取り組んでいる ○

  標準項目5 事故、感染症、侵入、災害などが発生したときは、要因及び対応を分析し、再発防止と対策の
見直しに取り組んでいる ○

  サブカテゴリー2  事業所の情報管理を適切に行い活用できるようにしている
  評価項目1 事業所の情報管理を適切に行い活用できるようにしている 実施状況

  標準項目1 情報の収集、利用、保管、廃棄について規程・ルールを定め、職員（実習生やボランティアを
含む）が理解し遵守するための取り組みを行っている ○

  標準項目2 収集した情報は、必要な人が必要なときに活用できるように整理・管理している ○

  標準項目3 情報の重要性や機密性を踏まえ、アクセス権限を設定するほか、情報漏えい防止のための対策
をとっている ○

  標準項目4 事業所で扱っている個人情報については、「個人情報保護法」の趣旨を踏まえ、利用目的の明
示及び開示請求への対応を含む規程・体制を整備している ○

講評
感染症・怪我・浸水などを優先リスクと捉え、具体的な対策を講じています

運営に関わるリスクとして、「感染症」「事故・怪我」「浸水」などを挙げ、事業計画書や中長期計画に明示しています。各リス
クへの具体的な取り組みとして、マニュアルに基づき室内や玩具を定期的に消毒するとともに、職員は嘔吐処理研修などを受け、
理解を深めています。感染症が発生した場合は、その状況を玄関に掲示して保護者に周知しています。事故・怪我を防ぐため、年
に一度集計と分析を行い、再発防止に努めています。また、浸水被害の経験を踏まえ、区と相談の上で止水板の追加設置を検討し
ています。

首都直下型地震や浸水を想定した事業継続計画（BCP）を作成しています

災害や重大な事故に備え、首都直下型地震や浸水を想定した事業継続計画（BCP）を作成しています。復旧期間はおおむね1週間、
3日分の防災備蓄品も用意しています。危機管理の方法やBCPの内容は、職員会議で職員に伝えるとともに、入園前面接などを通じ
て利用者にも説明しています。事故・感染症・侵入・災害などが発生した場合は、事故報告書やヒヤリハット報告書、保育日誌に
記録し、リーダー会議で発生要因を分析します。その上で、再発防止策を玄関掲示やホームページで利用者に報告しています。

機密情報には閲覧制限やパスワードを設定し、適切に管理しています

情報の収集・利用・保管・廃棄については、個人情報保護規程で定めています。職員には誓約書を取り交わし、情報管理や文書管
理の遵守を求めています。個人情報や機密性の高い文書は、事務室内の鍵付きキャビネットや金庫で保管し、電子データにはパス
ワードなどのアクセス制限を設けています。文書の閲覧時には事務室からの持ち出しを禁止するなどの条件を設けています。さら
に、PCのログインパスワードは年1回変更しており、機密文書の破棄は専門業者に委託して行っています。



※実施あり： 、実施なし： 、非該当：○ × ‑
  

カテゴリー5  職員と組織の能力向上
  サブカテゴリー1  事業所が目指している経営・サービスを実現する人材の確保・育成・定着に取り組んでいる
  評価項目1 事業所が目指していることの実現に必要な人材構成にしている 実施状況
  標準項目1 事業所が求める人材の確保ができるよう工夫している ○

  標準項目2 事業所が求める人材、事業所の状況を踏まえ、育成や将来の人材構成を見据えた異動や配置に
取り組んでいる ○

  評価項目2 事業所の求める人材像に基づき人材育成計画を策定している 実施状況

  標準項目1 事業所が求める職責または職務内容に応じた長期的な展望（キャリアパス）が職員に分かりや
すく周知されている ○

  標準項目2 事業所が求める職責または職務内容に応じた長期的な展望（キャリアパス）と連動した事業所
の人材育成計画を策定している ○

  評価項目3 事業所の求める人材像を踏まえた職員の育成に取り組んでいる 実施状況
  標準項目1 勤務形態に関わらず、職員にさまざまな方法で研修等を実施している ○
  標準項目2 職員一人ひとりの意向や経験等に基づき、個人別の育成（研修）計画を策定している ○
  標準項目3 職員一人ひとりの育成の成果を確認し、個人別の育成（研修）計画へ反映している ○

  標準項目4 指導を担当する職員に対して、自らの役割を理解してより良い指導ができるよう組織的に支援
を行っている ○

  評価項目4 職員の定着に向け、職員の意欲向上に取り組んでいる 実施状況

  標準項目1 事業所の特性を踏まえ、職員の育成・評価と処遇（賃金、昇進・昇格等）・称賛などを連動さ
せている ○

  標準項目2 就業状況（勤務時間や休暇取得、職場環境・健康・ストレスなど）を把握し、安心して働き続
けられる職場づくりに取り組んでいる ○

  標準項目3 職員の意識を把握し、意欲と働きがいの向上に取り組んでいる ○
  標準項目4 職員間の良好な人間関係構築のための取り組みを行っている ○
  サブカテゴリー2  組織力の向上に取り組んでいる
  評価項目1 組織力の向上に向け、組織としての学びとチームワークの促進に取り組んでいる 実施状況
  標準項目1 職員一人ひとりが学んだ研修内容を、レポートや発表等を通じて共有化している ○

  標準項目2 職員一人ひとりの日頃の気づきや工夫について、互いに話し合い、サービスの質の向上や業務
改善に活かす仕組みを設けている ○

  標準項目3 目標達成や課題解決に向けて、チームでの活動が効果的に進むよう取り組んでいる ○
講評
採用専用ページやSNSを活用し、保育園の魅力や仕事内容を伝えています

職員の採用にあたっては、保育理念や方針に共感できることを重視しています。求職者の応募を促すため、採用専用ページやSNS
（写真共有アプリ）を活用しています。採用専用ページには、一日の仕事の流れや先輩職員のメッセージ、よくある質問などを掲
載しています。また、職員の育成や将来の人材構成を見据え、労働条件通知書に異動や配置に関する指針を明示するとともに、個
別面談で職員の意向を把握しています。キャリアパスシートは5階層で設定しており、職員会議などを通じて職員に伝えています。

会議を通じて、乳児担当制保育や幼児保育をテーマに話し合いの場を設けています

職員のスキルアップを図るため、園内研修に加えて、キャリアアップ研修や保育団体主催の研修を活用しています。園内研修で
は、保育をテーマにした専門講師による研修を実施しています。また、個人別の育成計画を作成するにあたり、職員の意向や経験
を個別面談で確認し、毎年3月から4月に作成しています。職員が受講した研修内容は研修報告書に記録し、報告書の回覧や職員会
議で、他の職員と共有しています。職員のチームワークの向上を図るために、乳児担当制保育や幼児保育をテーマに少人数で意見
交換をする場を設けています。

職員体制の充実を図り、有給休暇を取得しやすい環境づくりに努めています

職員の育成・評価は、「個人目標シート」などを参考にしながら、個別面談を通じて行っています。福利厚生としては、完全週休
二日制、リフレッシュ休暇5日、宿舎借り上げ支援制度、退職金共済、制服貸与などを整備しています。また、職員体制を充実させ
ることで、有給休暇を取得しやすい環境づくりにも努めています。出産・育児休暇の取得促進に向けては、出産予定者への制度説
明なども行っています。さらに、年1回の職員満足度調査により職員の意識や人間関係を把握するとともに、良好な関係を育むため
の懇親会も実施しています。



※実施あり： 、実施なし： 、非該当：○ × ‑
  

カテゴリー7  事業所の重要課題に対する組織的な活動
  サブカテゴリー1  事業所の重要課題に対して、目標設定・取り組み・結果の検証・次期の事業活動等への反映を行っている

 

評価項目1 事業所の理念・基本方針の実現を図る上での重要課題について、前年度具体的な目標を設定して取り組
み、結果を検証して、今年度以降の改善につなげている（その１）

前年度の重要課
題に対する組織
的な活動（評価
機関によるまと
め）

前年度は「地域との関わり」を重要課題の一つとして位置付けました。開園から7年が経過する中で、新
型コロナウイルス感染症の影響もあり、地域との関係性が希薄になっていたことが背景です。そこで、地
域の未就園児家庭を対象とした子育て支援に取り組みました。主に主任と園長が担当し、栄養士と連携し
た離乳食講座やわらべ歌などの保育体験の機会を設け、実施にあたってはホームページやポスターで周知
しました。その結果、多くの参加者があり、中には入園につながるケースも見られました。今年度も引き
続き取り組むとともに、ホームページに加えてSNSでの情報発信も強化し、地域に園の活動や様子を積極
的に知らせていきたいと考えています。

評語
目標の設定と取り組み 具体的な目標を設定し、その達成に向けて取り組みを行った
取り組みの検証 目標達成に向けた取り組みについて、検証を行った
検証結果の反映 次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させた

【講評】
前年度は地域との関わりを重要課題として位置付け、未就園児家庭を対象とした子育て支援に取り組みました。離乳食講座
やわらべ歌など、多様な保育体験を提供し、実際に入園につながる成果も見られています。今年度はSNSによる情報発信の
強化にも取り組み、地域との結びつきをさらに深め、園の活動や魅力を広く伝えていくことが期待されます。 

 

評価項目2 事業所の理念・基本方針の実現を図る上での重要課題について、前年度具体的な目標を設定して取り組
み、結果を検証して、今年度以降の改善につなげている（その２）

前年度の重要課
題に対する組織
的な活動（評価
機関によるまと
め）

前年度は「配慮を要する子どもへの支援」を重要課題の一つとして位置付けました。背景として、配慮を
要する子どもの入園が増えていることが挙げられます。より良い支援を行うため、職員は区の発達障害相
談・療育センター主催の研修を積極的に受講し、研修内容は職員間で共有するとともに、専門書も購入し
て園内で学びを深めました。さらに、センター職員の巡回時にはクラスを回って助言を受け、支援の充実
につなげました。その結果、クラス内の環境が整い、落ち着いた雰囲気を作ることができました。今後
は、配慮を要する子どもの保護者支援をさらに強化するとともに、療育施設などとの情報共有もより密に
行っていく予定です。

評語
目標の設定と取り組み 具体的な目標を設定し、その達成に向けて取り組みを行った
取り組みの検証 目標達成に向けた取り組みについて、検証を行った
検証結果の反映 次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させた

【講評】
「配慮を要する子どもへの支援」を重要課題として取り組みを進めています。職員は専門機関の研修を受講し、その学びを
職員間で共有するほか、専門書の活用や巡回指導での助言も取り入れ、学びと実践をつなげています。その結果、クラスの
環境が整い落ち着いた雰囲気づくりが図られ、支援の質の向上につながっています。今後は、学びと実践を積み重ねながら
内容をテキスト化するなど、支援の標準化を図っていくことが期待されます。 



Ⅵ サービス提供のプロセス項目（カテゴリー６）

カテゴリー６ サービス提供のプロセス
  サブカテゴリー1 サービス情報の提供
  評価項目1 利用希望者等に対してサービスの情報を提供している 実施状況
  標準項目1 利用希望者等が入手できる媒体で、事業所の情報を提供している ○
  標準項目2 利用希望者等の特性を考慮し、提供する情報の表記や内容をわかりやすいものにしている ○
  標準項目3 事業所の情報を、行政や関係機関等に提供している ○
  標準項目4 利用希望者等の問い合わせや見学の要望があった場合には、個別の状況に応じて対応している ○
講評
パンフレットやホームページに加えて、SNSを通じて園の情報を地域に発信しています

利用者への案内としてパンフレットを作成し、「保育理念・保育目標・毎日のスケジュール・年間行事・園内案内図」などを掲載
しています。ホームページでは上記内容に加え、保護者アンケート結果やブログのコンテンツを設け、写真も盛り込みながら具体
的な保育内容を分かりやすく伝えています。さらに、SNS（写真共有アプリ）は各クラスごとに月1回発信しています。園の情報は
区の保育課へ定期的に報告しており、区のホームページや子育て情報誌にも園の概要やリンクが掲載されています。

見学時に保育の様子や関わり方をていねいに伝え、園の理解につなげています

見学会は毎年5月にスタートしており、月4～10回の開催日に加え、見学者の希望に応じて随時受付けています。主に園長が担当
し、園内を案内しながら保育の様子を見てもらい、質問にはていねいに答えています。また、「乳児担当制のもとで、一人ひとり
の生活リズムや発達に応じて個別に関わること」「職員体制も厚く、排泄・食事・睡眠などをきめ細かく支えていること」などを
伝えています。さらに、園外からも見ることのできる芝生の空間も紹介しています。



  サブカテゴリー2 サービスの開始・終了時の対応
  評価項目1 サービスの開始にあたり保護者に説明し、同意を得ている 実施状況
  標準項目1 サービスの開始にあたり、基本的ルール、重要事項等を保護者の状況に応じて説明している ○
  標準項目2 サービス内容について、保護者の同意を得るようにしている ○
  標準項目3 サービスに関する説明の際に、保護者の意向を確認し、記録化している ○
  評価項目2 サービスの開始及び終了の際に、環境変化に対応できるよう支援を行っている 実施状況

  標準項目1 サービス開始時に、子どもの保育に必要な個別事情や要望を決められた書式に記録し、把握し
ている ○

  標準項目2 利用開始直後には、子どもの不安やストレスが軽減されるように配慮している ○

  標準項目3 サービスの終了時には、子どもや保護者の不安を軽減し、支援の継続性に配慮した支援を行っ
ている ○

講評
入園前面談と重要事項説明で、保護者の意向確認と必要書類の説明を実施しています

入園が決まった利用者には来園してもらい、「入園のしおり・重要事項説明書・利用規約・緊急連絡票・生活状況調査票・健康記
録・薬の預かりについて・個人情報使用同意書」などを配布し、個別に説明を行っています。また、アレルギーのある子どもには
管理栄養士が面談を行っています。その際、サービス内容については「重要事項説明書・利用規約」で、プライバシーの保護につ
いては、「個人情報使用同意書」で同意を得ています。加えて、サービス内容に対する保護者の意向を入園前個別面談で把握し記
録しています。

子どもの不安やストレスを軽減するため、2週間の慣れ保育を実施しています

サービス開始にあわせて、アレルギーや既往歴などの健康状態を「健康記録・生活状況調査書」で把握しています。また、保護者
や子どもの不安・ストレスを軽減するため、2週間程度を目安に慣れ保育を実施しています。降園時にはその日の様子を丁寧に伝
え、保育参加では食事の場面などを一緒に見てもらいながら、子どもの様子や職員との関わりを深められるよう配慮しています。
必要に応じて、使い慣れたタオルやマグも受け入れ、安心して園生活をはじめられるようにしています。

退園児や卒園児に向けて同園会・運動会に招待し、継続的な支援を行っています

卒園前に退園や転園をする園児には、各クラスでお別れの時間を設けるとともに、アルバム・作品集を提供しています。また、転
園先から問い合わせがあった場合などは、区の「転園時児童の記録」を必要に応じて提出しています。そのほか、秋に実施してい
る「同園会」の案内を小学1・2年生に送付し、ゲームや会話を楽しむ機会を設けています。さらに、運動会の際にも招待状を送付
しています。



  サブカテゴリー3 個別状況の記録と計画策定

  評価項目1 定められた手順に従ってアセスメント（情報収集、分析および課題設定）を行い、子どもの課
題を個別のサービス場面ごとに明示している 実施状況

  標準項目1 子どもの心身状況や生活状況等を、組織が定めた統一した様式によって記録し把握している ○
  標準項目2 子どもや保護者のニーズや課題を明示する手続きを定め、記録している ○
  標準項目3 アセスメントの定期的見直しの時期と手順を定めている ○
  評価項目2 全体的な計画や子どもの様子を踏まえた指導計画を作成している 実施状況

  標準項目1 指導計画は、全体的な計画を踏まえて、養護（生命の保持・情緒の安定）と教育（健康・人間
関係・環境・言葉・表現）の各領域を考慮して作成している ○

  標準項目2 指導計画は、子どもの実態や子どもを取り巻く状況の変化に即して、保育の過程を踏まえて作
成、見直しをしている ○

  標準項目3 個別的な計画が必要な子どもに対し、子どもの状況（年齢・発達の状況など）に応じて、個別
的な計画の作成、見直しをしている ○

  標準項目4 指導計画を保護者にわかりやすく説明している ○
  標準項目5 指導計画は、見直しの時期・手順等の基準を定めたうえで、必要に応じて見直している ○
  評価項目3 子どもに関する記録を適切に作成する体制を確立している 実施状況
  標準項目1 子ども一人ひとりに関する必要な情報を記載するしくみがある ○

  標準項目2 指導計画に沿った具体的な保育内容と、その結果子どもの状態がどのように推移したのかにつ
いて具体的に記録している ○

  評価項目4 子どもの状況等に関する情報を職員間で共有化している 実施状況
  標準項目1 指導計画の内容や個人の記録を、保育を担当する職員すべてが共有し、活用している ○

  標準項目2 子どもや保護者の状況に変化があった場合の情報について、職員間で申し送り・引継ぎ等を
行っている ○

  標準項目3 子ども一人ひとりに対する理解を深めるため、事例を持ち寄る等話し合う機会を設けている ○
講評
ICTアプリの活用と個人記録や児童票で子どもの姿を継続的に把握しています

0～2歳児クラスでは毎日ICTアプリの連絡帳を活用し、3～5歳児クラスは個別連絡帳ではなく、クラスの1日の様子をアプリで配信
しています。子どもの個別の保育目標・家庭や保護者の個別のニーズ・支援方針は、個人記録に記録しています。児童票におい
て、子ども一人ひとりの姿を総合的に捉えながら、毎月、月案で検討し記録しています。

全体的な計画は毎年見直し、指導計画とともに保護者へ説明しています

「全体的な計画」は毎年年度末に見直しを行い、直近では災害への備えとして「浸水時の対応・定期的な第三者評価受審・離乳食
やわらべうたなど、園のノウハウを地域還元していく」ことについて更新しています。これに基づき年・月・週の指導計画を作成
し、就学前には小学校との交流も取り入れています。個別の指導計画は0～2歳児クラスや個別支援・就学支援の必要な子どもを対
象に作成するとともに、送迎時・連絡帳・個人懇談で保護者に説明しています。また、全体的な計画は園内に設置し、月案検討で
推進状況や目標達成状況を評価しています。

会議や申し送りを通じて、子どもや保護者に関する情報を職員間で共有しています

職員間で子どもに関する情報を共有するため、月1回、園長・主任・クラス担任・栄養士または調理師が参加する職員全体会議を開
催しています。加えて、月案検討・乳児会議・幼児会議・給食会議などの定例会議も実施しています。日々の子どもや保護者の状
況は毎日10分の職員ミーティングで共有し、申し送りには伝達ファイルを活用しています。日誌や各種申し送り表は事務室に保管
し、職員は申し送り欄への捺印で閲覧状況を確認しています。



  サブカテゴリー4 サービスの実施
  評価項目1 子ども一人ひとりの発達の状態に応じた保育を行っている 実施状況

  標準項目1 発達の過程や生活環境などにより、子ども一人ひとりの全体的な姿を把握したうえで保育を
行っている ○

  標準項目2 子どもが主体的に周囲の人・もの・ことに興味や関心を持ち、働きかけることができるよう、
環境を工夫している ○

  標準項目3 子ども同士が年齢や文化・習慣の違いなどを認め合い、互いを尊重する心が育つよう配慮して
いる ○

  標準項目4 特別な配慮が必要な子ども（障害のある子どもを含む）の保育にあたっては、他の子どもとの
生活を通して共に成長できるよう援助している ○

  標準項目5 発達の過程で生じる子ども同士のトラブル（けんか・かみつき等）に対し、子どもの気持ちを
尊重した対応をしている ○

  標準項目6 【５歳児の定員を設けている保育所のみ】 小学校教育への円滑な接続に向け、小学校と連携
をとって、援助している ○

講評
芝生の坂道や園内のコーナー環境を生かし、主体的に過ごせる場づくりを進めています

園舎の1階には、屋上まで続く「芝生の坂道」が設けられており、全身を使った遊びや自然とのふれあいができるようになっていま
す。屋上園庭ではサーキットなどの活動も可能です。環境構成にあたっては、「季節を取り入れた環境づくり」をテーマに、再現
遊び・ままごと・机上・構成・フリーなどのコーナーを設け、子どもが主体的に活動できる環境づくりに努めています。さらに、
子どもたちが保育室内や屋上、芝生を自由に行き来できるようにし、玩具棚や道具棚の物も自分で選んで使える環境を整えていま
す。

異年齢交流や多文化にふれる機会を通じて、子どもの関わりや学びを広げています

年齢別保育を基本としつつ、月2～3回は異年齢で過ごす機会を設け、3～5歳児クラスを中心に交流保育を行っています。その際に
は、年上児が年下児の生活面を手伝う姿や、散歩で手をつなぐ姿も見られます。また、外国の家庭の子どもとの関わりを通して日
常的に英語にふれる機会があり、大使館職員の来園による文化や地理の学び、さらに環境認識の時間で国内各地について学ぶ機会
も設けています。

個別支援や就学支援に向け、関係機関と連携しながら子どもへの配慮を行っています

配慮が必要な子どもを受け入れる体制として、専任の職員を配置し、パーソナルスペースを設けるなど環境を整えています。区の
発達障害相談・療育センター、心理士などの専門職と連携しながら支援しています。けんかやかみつきは可能な限り見守り、子ど
も同士の距離を取るよう配慮しています。事例はヒヤリハット報告書や噛みつきカードに記録し、回覧を行うほか会議にて再発防
止策を検討しています。就学に向けては、小学校の学校体験に参加し、必要に応じて就学支援シートを配布するとともに、クラス
懇談会でも適切に情報提供をしています。

  評価項目2 子どもの生活が安定するよう、子ども一人ひとりの生活のリズムに配慮した保育を行っている 実施状況
  標準項目1 登園時に、家庭での子どもの様子を保護者に確認している ○

  標準項目2 発達の状態に応じ、食事・排せつなどの基本的な生活習慣の大切さを伝え、身につくよう援助
している ○

  標準項目3 休息（昼寝を含む）の長さや時間帯は子どもの状況に配慮している ○
  標準項目4 降園時に、その日の子どもの状況を保護者一人ひとりに直接伝えている ○
講評
ICTアプリや対面でのやり取りを通して、保護者と子どもの様子を共有しています

保護者との連絡にはICTアプリを活用しています。登園時には体調を確認し、保護者との会話で得た情報は伝達ファイルを用いて職
員間で共有しています。連絡帳には、健康状態やその日の様子を、具体的な場面や子どもの姿を交えながら、分かりやすく伝える
工夫をしています。降園時には当日のエピソードをお知らせし、あわせてSNSでも活動内容を定期的に紹介しています。

生活習慣の定着に向け、個別の発達に応じた支援や具体的な指導の工夫を行っています

子どもの発達の段階や支援方法は、発達の目安を示した経過個人記録をもとに行っています。基本的な生活習慣の定着に向けて
は、月齢に応じた経過記録を活用しながら、着替え方などを個別にていねいに伝え、見守りや援助を行っています。食事では、配
膳方法や箸の持ち方に関する写真を掲示し、箸を使って掴む玩具を活用するなどして身につけやすく工夫しています。排泄は1歳頃
から便器に座る経験を取り入れ、歯磨きは歯科衛生士の指導のもと磨き方を確認しています。

年齢に応じた午睡時間や過ごし方を整え、就学に向けた生活リズムへ調整しています

午睡時間は乳児0～2歳児が12時から15時、3～5歳児は13時から15時を基本とし、コットベッド・ベッドマット・バスタオルを使
用しています。午睡時間に眠れない子どもは1階ホールで過ごせるようにし、体を休めながら静かに過ごせる環境を整えています。



また、就学を控えた5歳児は2月頃から午睡を徐々になくし、生活リズムを整えながら無理なく就学への移行ができるよう配慮して
います。



  評価項目3 日常の保育を通して、子どもの生活や遊びが豊かに展開されるよう工夫している 実施状況
  標準項目1 子どもの自主性、自発性を尊重し、遊びこめる時間と空間の配慮をしている ○
  標準項目2 子どもが、集団活動に主体的に関われるよう援助している ○

  標準項目3 子ども一人ひとりの状況に応じて、子どもが言葉（発声や喃語を含む）や表情、身振り等によ
る応答的なやり取りを楽しみ、言葉に対する感覚を養えるよう配慮している ○

  標準項目4 子どもが様々な表現を楽しめるようにしている ○

  標準項目5 戸外・園外活動には、季節の移り変わりなどを感じとることができるような視点を取り入れて
いる ○

  標準項目6 生活や遊びを通して、子どもがきまりの大切さに気付き、自分の気持ちを調整する力を育てら
れるよう、配慮している ○

講評
遊びの選択や言葉かけを通じて、子どもの主体性や気持ちの育ちを支えています

子どもの集団活動として、わらべうた・毎日体操・造形あそびなどを取り入れ、子どもが興味を持って参加できるよう日々の遊び
につなげています。子ども自身がやりたい遊びを選べるようにし、遊びが広がり季節を感じられるよう、職員は見守りながら必要
な物を配置し、玩具の入れ替えも行っています。生活や対人関係のルールは、保育中に必要に応じて伝え、友だちの気持ちに気づ
けるよう声をかけています。また、善悪の判断につながる言葉がけも行っています。

課業や表現活動を通して知識や探究心を育み、興味が広がる環境づくりを進めています

「課業」では、子どもたちの知識を広げながら楽しさや探究心を育めるよう、わらべうた・文学・環境認識などを取り入れていま
す。動物や家族・体など身近なテーマをもとに、イラストを使って考える活動を行っています。音楽表現はわらべうたや今月のう
た、身体表現は毎日体操、言葉の表現はわらべうた、絵画表現は造形あそびで育んでいます。講師による活動も取り入れ、担任が
テーマを組み立てながら、園児一人ひとりが興味を持てるよう環境を整えています。

園庭や散歩先で自然や生き物にふれ、遊びと運動をバランスよく取り入れています

園庭では、ブランコ・鉄棒・コンビカー・三輪車・ボール・タイヤなどを使って遊び、散歩には週2～3回出かけ、公園や緑道・お
寺・商店街などを訪れています。散歩先では、遊具遊び・虫探し・ごっこ遊び・自然物拾い・町探検を楽しみ、園内では、杏・み
かん・夏野菜・冬野菜や、カブトムシ・アオムシ・熱帯魚・メダカ・蝶などにもふれ、図鑑を利用して生き物の観察を行っていま
す。また、散歩だけでなく遊具を使って体を動かす機会も設け、運動機能の育ちや体の使い方が偏らないよう、活動のバランスを
考えて取り組んでいます。

  評価項目4 日常の保育に変化と潤いを持たせるよう、行事等を実施している 実施状況
  標準項目1 行事等の実施にあたり、子どもが興味や関心を持ち、自ら進んで取り組めるよう工夫している ○
  標準項目2 みんなで協力し、やり遂げることの喜びを味わえるような行事等を実施している ○

  標準項目3 子どもが意欲的に行事等に取り組めるよう、行事等の準備・実施にあたり、保護者の理解や協
力を得るための工夫をしている ○

講評
季節の行事や運動会・発表会を通じて、子どもの育ちを伝える機会を設けています

子どもの成長や保育の成果を発表する行事として、「運動会・生活発表会」を実施し、季節や文化・伝承に親しむ行事では、「七
夕・お月見・クリスマス会・正月遊び・節分・ひなまつり」などを行っています。特に生活発表会に力を入れており、行事に合わ
せた製作や歌を取り入れて子どもの興味や関心を高めています。なお、運動会や発表会では、子どもが役決めや振り付けのアレン
ジを考えています。行事後は思い出として絵を描いたり、クラスで話し合ったりしながら振り返る機会を設けるとともに、日々の
活動とのつながりも大切にしています。

年間行事の目的や様子を保護者に伝え、行事後はアンケートを実施しています

年間行事計画は4月に配布し、行事ごとの目的は園だよりや手紙で保護者に伝えています。運動会・生活発表会・保育参観などは参
加や見学の機会として設けています。保護者が参加しない行事についても、写真販売・SNS・連絡帳を通して様子を伝えていま
す。また、運動会・生活発表会・乳児親子で遊ぼうなどの行事ではアンケートを実施し、保護者の意見に耳を傾けています。

各クラスで誕生日会を行い、おやつには誕生日ケーキを提供し特別感を演出しています

誕生日会は各クラスごとに行い、個別インタビューや歌でお祝いしています。おやつには誕生日ケーキを提供し、写真・手形・身
長体重・メッセージを添えたカードを渡しています。さらに、誕生日ワッペンをつけて一日を過ごせるようにし、子どもが主役と
して祝われる喜びを感じられるよう工夫しています。誕生日を通じて子どもの成長を受けとめるとともに、友だちや職員と一緒に
喜びを分かち合える機会としています。



  評価項目5 保育時間の長い子どもが落ち着いて過ごせるような配慮をしている 実施状況
  標準項目1 保育時間の長い子どもが安心し、くつろげる環境になるよう配慮をしている ○

  標準項目2 保育時間が長くなる中で、保育形態の変化がある場合でも、子どもが楽しく過ごせるよう配慮
をしている ○

講評
絵本兼休息コーナーや職員体制を整え、子どもが安心して過ごせるよう配慮しています

木を多く使った園内や、体を動かしたくなる園庭のつくりにより、子どもが心身ともに落ち着いて過ごせるよう配慮しています。
また、一人ひとりがじっくり遊べるスペースを確保し、加配によって個別支援も充実させています。疲れた際にはソファーや絵本
コーナーで体を休めることができ、一人になって気持ちを落ち着けたい時には絵本兼休息コーナーを利用できるようにしており、
子どもが安心して過ごせるようにしています。

延長保育では異年齢で過ごす時間や、個別の要求に応じた配慮を細やかに行っています

延長保育は18時15分から20時15分まで行い、17時30分から合同保育に切り替えています。主に1歳児クラスと4歳児クラスを活用
し、異年齢でも快適に過ごせるように子どもの要望に応じて紙や色鉛筆も用意しています。補食や夕食はアレルギーに配慮しなが
ら、子どもが食べやすい物を提供しています。また、延長保育担当の非常勤職員を配置し、寂しくならないよう個別の要求に応じ
ながら、安心して過ごせるようにし、落ち着いて過ごせる環境を整えています。

  評価項目6 子どもが楽しく安心して食べることができる食事を提供している 実施状況
  標準項目1 子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるような雰囲気作りに配慮している ○
  標準項目2 メニューや味付けなどに工夫を凝らしている ○
  標準項目3 子どもの体調（食物アレルギーを含む）や文化の違いに応じた食事を提供している ○
  標準項目4 食についての関心を深めるための取り組み（食材の栽培や子どもの調理活動等）を行っている ○
  標準項目5 保護者や地域の多様な関係者との連携及び協働のもとで、食に関する取り組みを行っている ○
講評
食事環境や職員の関わりを整え、落ち着いて食べられる環境づくりを行っています

食事は各保育室で行い、集中しやすい場所にテーブルを設置しています。乳児は対面で見守りや援助を行い、幼児は全体を見守る
体制としています。食事の順番や席を決めることで見通しを持ちやすくし、職員も静かでゆったりとした雰囲気の中で関わってい
ます。また、栄養士や調理師も毎日保育室に入り、喫食状況を確認しています。食事の場面を生活の大切な一部として捉え、子ど
もが落ち着いて食事に向かえるよう、日々の食事の時間をていねいに支えています。

食材や調理に加えアレルギー対応にも配慮し、季節感のある食事を日々提供しています

食材選びや献立作成では、だしをカツオや昆布から取り、旬の食材を取り入れています。生鮮品はもちろん、缶詰についても国産
材料にこだわっています。離乳食は一人ひとりに合わせた調理・量を提供しています。行事食は行事にちなんだ模りなどで盛り付
け、季節感や楽しさが伝わるよう工夫しています。食物アレルギーのある子どもについては、アレルギー食提供時マニュアルに
沿って、除去食を提供しています。配膳の際は、色違いのコップ・名入りトレー・職員同士による提供時ダブルチェックを行い、
誤食の防止に努めています。

栽培や調理体験を通じて、食材や旬への関心を高める食育活動を行っています

食材そのものや旬の食材を知ることを大切にし、クッキング保育を取り入れています。ナス・ピーマン・オクラ・ゴーヤ・キュウ
リなどを栽培・収穫し、塩もみや味噌汁、野菜ピザなどに調理しています。調理体験は2歳児から行い、野菜の皮むきなどに取り組
んでいます。行事の際はバイキング形式を取り入れ、食への関心を高めています。活動の様子は写真や動画を共有し、家庭での実
践にもつながっています。また、栄養士が地域に向けて離乳食の作り方などを伝える取り組みも行っています。そのほか魚屋と連
携した鮭や鰤の解体ショーを実施しています。



  評価項目7 子どもが心身の健康を維持できるよう援助している 実施状況
  標準項目1 子どもが自分の健康や安全に関心を持ち、病気やけがを予防・防止できるように援助している ○
  標準項目2 医療的なケアが必要な子どもに、専門機関等との連携に基づく対応をしている ○

  標準項目3 保護者と連携をとって、子ども一人ひとりの健康維持に向けた取り組み（乳幼児突然死症候群
の予防を含む）を行っている ○

講評
避難訓練や防犯・交通安全指導を通じて、子どもが安全に過ごす力を日々育んでいます

火災・地震・浸水を想定した避難訓練を毎月行い、初期消火体験も取り入れています。また、警察署協力のもと、不審者対応訓練
や交通安全教室などを開催しています。健康面では、薄着保育や手洗い指導、4・5歳児クラスでは区の歯磨き指導を実施していま
す。散歩時の約束事や事故や怪我の防止についても、日々の生活の中で子どもに伝え、安全に生活できるよう心がけています。こ
うした積み重ねを通じて、災害や事故に備える行動や約束を子ども自身が少しずつ理解できるようにしています。

健診や与薬対応により子どもの健康状態を把握し、安心して過ごせるようにしています

0歳児健診を毎月、全園児の内科健診を年2回実施し、全園園児の歯科健診を年1回行っています。与薬は熱性けいれん・食物アレ
ルギー・アトピー性皮膚炎などの場合に対応し、与薬依頼書に基づいて実施しています。医療的ケアが必要な園児を受け入れる際
は、かかりつけ医に留意事項を確認しながら対応しています。定期的な健診や必要時の与薬対応を通して、子どもの健康状態を把
握し、日々の健康管理につなげています。

保健情報の発信や午睡確認の方法を保護者に伝え、職員研修にも取り組んでいます

保健だよりは毎月発行し、感染症情報や予防対策、時事的な話題を掲載しています。保護者会では、看護師などが小学校就学を見
据え、特に配慮が必要な子どもの保護者に向けて伝え方や伝える時期について話す機会を設けています。職員には救急救命講習や
感染症蔓延防止策の研修を行い、感染症発生時は玄関掲示板で速報を知らせています。午睡時はベビーセンサーと保育士の見守り
で健康状態を確認し、ICTアプリや幼児午睡チェック表に記録しています。これらは入園説明会で保護者に伝えています。

  評価項目8 保護者が安心して子育てをすることができるよう支援を行っている 実施状況
  標準項目1 保護者には、子育てや就労等の個々の事情に配慮して支援を行っている ○
  標準項目2 保護者同士が交流できる機会を設けている ○
  標準項目3 保護者と職員の信頼関係が深まるような取り組みをしている ○
  標準項目4 子どもの発達や育児などについて、保護者との共通認識を得る取り組みを行っている ○
  標準項目5 保護者の養育力向上のため、園の保育の活動への参加を促している ○
講評
面談やアンケートで保護者の意向を把握し、意見を保育や行事に反映しています

子育てに関する保護者の価値観や就労状況は入園前個別面談で把握しています。保護者アンケートは行事や教育保育に関する内容
で実施し、個別面談は基本1回、必要に応じて複数回行っています。保護者対応マニュアルを整え、日々クラス内で対応方法を話し
合っています。また、土曜日に乳児対象の「親子で遊ぼう」を年1回乳児のみ実施し、わらべうたや室内遊び、屋上園庭での活動を
行っています。さらに、日常的なやり取りと面談を重ねながら、家庭状況に応じた対応につなげています。

保護者との関係づくりや交流の機会を設け、参加しやすいよう日程にも配慮しています

保護者間の交流は「親子で遊ぼう」やクラス懇談で促しています。日々の送迎時には子どもの様子を伝えながら、子育て相談を受
けられる関係づくりを行っています。職員紹介写真も掲示し、保護者が職員一人ひとりを知りやすいようにしています。保育参加
は年1回希望日に実施し、保育参観も年1回行い、日常の様子を見てもらった後に担任と個別懇談を行っています。保護者会は各ク
ラス年1回に実施し、日程は保護者が選べるようにしています。

懇談会や面談で子育ての考え方を共有し、保護者参加の機会を柔軟に設けています

子育ての考え方については、保護者懇談会や個別面談で意見交換を行い、生活面での自立に向けた園での取り組みや家庭で実施し
てほしいこと、イヤイヤ期の対応方法などを共有しています。乳児クラスでは土曜日に「親子で遊ぼう」を開催し、日常の遊びを
紹介しています。保育参観や参加日も設け、保護者が園での様子を知る機会としています。また、参観は希望日に設定できるよう
にし、参加しやすい工夫を行っています。保護者と共通理解を深めながら、家庭と連携した支援につなげています。



  評価項目9 地域との連携のもとに子どもの生活の幅を広げるための取り組みを行っている 実施状況
  標準項目1 地域資源を活用し、子どもが多様な体験や交流ができるような機会を確保している ○

  標準項目2 園の行事に地域の人の参加を呼び掛けたり、地域の行事に参加する等、子どもが職員以外の人
と交流できる機会を確保している ○

講評
魚の解体ショーや買い物など地域資源を活用し、子どもの体験の幅を広げています

地域資源を活用し、町会のハロウィンパーティーへの参加や魚の解体ショーの見学など、地域の行事や体験に触れる機会を設けて
います。5歳児は、お手玉グループによる「お手玉遊びの伝承」プログラムや、小学校主催の学校体験にも参加しています。また、
警察署とは防犯訓練を通して関わっています。さらに、スーパーへの買い物体験も取り入れるなど、地域の人や場に親しみなが
ら、さまざまな経験につなげています。

演奏会や実習生受け入れなど、地域の人と関わる機会を設けています

地域の方を招く演奏会を年1回行い、園児が弦楽器の演奏を聴いたり一緒に遊んだりする機会を設けています。また、地域の人の参
加を促すため、園外掲示板に招待ポスターを掲示し、ホームページにも掲載しています。保育実習生には保育業務補佐を任せ、ボ
ランティアや職場体験の中学生・高校生には子どもと遊ぶ・絵本を読むなどの保育参加の機会を設けています。夏休みには大学生
や地域の方の職場体験も受け入れています。このように、園主催のイベントや職場体験などを通じて、子どもが園外の人と出会う
機会を継続的に設けています。



  サブカテゴリー5 プライバシーの保護等個人の尊厳の尊重
  評価項目1 子どものプライバシー保護を徹底している 実施状況

  標準項目1 子どもに関する情報（事項）を外部とやりとりする必要が生じた場合には、保護者の同意を得
るようにしている ○

  標準項目2 子どもの羞恥心に配慮した保育を行っている ○
  評価項目2 サービスの実施にあたり、子どもの権利を守り、子どもの意思を尊重している 実施状況
  標準項目1 日常の保育の中で子ども一人ひとりを尊重している ○
  標準項目2 子どもと保護者の価値観や生活習慣に配慮した保育を行っている ○
  標準項目3 虐待防止や育児困難家庭への支援に向けて、職員の勉強会・研修会を実施し理解を深めている ○
講評
個人情報の説明や着替え時の配慮を行い、羞恥心やプライバシーを守っています

個人情報の取り扱いは入園前個人面談で説明し、メディア取材や受診などで情報提供が必要な場合は個人情報同意書に基づいて対
応し、承諾のない子どもは顔を出さないようにしています。着替えはパーティションで目隠しし、4・5歳児クラスは男女を分け、
ラップタオルも活用しています。5歳児にはプライベートゾーンの大切さを伝え、おむつ交換や排泄時も他児の視線が届かないよう
配慮しています。子どもの羞恥心やプライバシーを守りながら、安心して生活できるよう場面ごとに環境や関わり方を整えていま
す。

子ども一人ひとりの思いや家庭の状況に応じた関わりを大切にしています

子どもの権利を尊重するため、「人権を大切にする心を育てる」を基に園内研修を行い、資料は職員共通メールで共有していま
す。一人ひとりの考えを受け止めながら関わることを大切にし、保護者の勤務時間に合わせた保育の提供など生活リズムにも配慮
しています。食事では苦手な食材を担任に伝えて調整できるようにし、価値観や生活習慣の違いにも配慮しています。外国籍の保
護者には英語で対応しています。子どもや家庭の状況に応じた関わりを行い、安心して過ごせるよう支えています。

虐待防止マニュアルや研修を基に、職員が振り返りと情報共有を行っています

虐待防止や育児困難家庭への支援については、「児童虐待の早期発見・予防マニュアル」を整備しています。園内では子どもの人
権に関する研修を行い、外部研修としては区の私立園長会で実施された虐待防止に関する講話にも参加しています。職員はチェッ
クシートを用いて自らの行動を振り返り、メディアで取り上げられた虐待に関するニュースなども会議や伝達ノートで共有してい
ます。虐待防止への意識を高めながら、日々の保育や保護者対応に生かせるようにしています。



  サブカテゴリー6 事業所業務の標準化
  評価項目1 手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている 実施状況

  標準項目1 手引書(基準書、手順書、マニュアル)等で、事業所が提供しているサービスの基本事項や手順
等を明確にしている ○

  標準項目2 提供しているサービスが定められた基本事項や手順等に沿っているかどうか定期的に点検・見
直しをしている ○

  標準項目3 職員は、わからないことが起きた際や業務点検の手段として、日常的に手引書等を活用してい
る ○

  評価項目2 サービスの向上をめざして、事業所の標準的な業務水準を見直す取り組みをしている 実施状況
  標準項目1 提供しているサービスの基本事項や手順等は改変の時期や見直しの基準が定められている ○

  標準項目2 提供しているサービスの基本事項や手順等の見直しにあたり、職員や保護者等からの意見や提
案、子どもの様子を反映するようにしている ○

講評
マニュアルの読み合わせや確認の場を設け、業務の共通理解と活用を進めています

法人で作成したマニュアルに加え、園独自の管理マニュアルも活用しています。業務の実施状況はクラス会議で確認し、園長・主
任が状況を把握しています。法人監査職員による内部監査は、保育と会計を対象に年1回実施しています。乳児共通マニュアルは全
職員に配布し、職員会議で読み合わせを行いながら理解と活用を促しています。マニュアルを日常の業務に位置づけ、職員間で共
通理解を図りながら保育や運営に生かしています。

職員や保護者の意見を園運営や環境改善に反映し、サービスの質の向上につなげています

マニュアルは年度末の職員会議で見直し、新年度会議で共有しています。最近では浸水時マニュアルや保護者連絡に関する内容を
見直しました。サービス内容では、経営層の判断で給与手当を改善し、職員の声を受けて1階保育室に仕切り棚を設置しています。
保護者の声には、給食を食べてみたいという意見を受け、クラス懇談会で試食を提供して対応しています。会議を通して見直し内
容を共有し、園運営や環境改善に反映しています。職員や保護者の意見を取り入れながら、必要な改善を積み重ねて日々のサービ
スの質の向上につなげています。


